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ヤンプロジャパン研修の設立経緯 

 ２０１０年のIECシアトル大会から、若手人材育成のためにIEC
ヤングプロフェッショナルワークショップが開催された。 
 

 また、各国において若手人材育成のためのナショナルプログラ
ムを設立することについてIEC中央事務局から要請があった。 
 

 そこで、２０１２年から、ＩＥＣ分野に対するヤングプロフェッショナ
ル（ヤンプロ）ジャパン研修を開始した。 
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ヤンプロジャパン研修の実施概要 

 開始時期：２０１２年７月。以降、これまで４期実施。 
 

 修了者数：６８名（第１期～第４期までの合計） 
 

 研修期間（第４期）：座学３ヶ月（毎週１回４時間×１３回）とテクニカルビジット（４回） 
 

 プログラム構成（第４期） 
  １）講義（１回４時間×７回） 

 主任講師：原田 節雄氏（桜美林大学 特任教授、前IEC標準管理評議会   
         日本代表委員） 
 内容：標準化機関と標準化プロセス、WTOの関連協定、交渉術、 
     標準化ケーススタディなど 

  ２）講演（１回４時間×５回） 
 IEC標準管理評議会の現日本代表委員、TC（技術委員会）国際議長、 
   企業の標準化第一人者、国内審議団体（工業会）の標準化担当など   

  ３）修了審査式（１回４時間×１回） 
 所定テーマに対し、英語でプレゼン（事前にレポート３枚提出） 

  ４）テクニカルビジット（４回） 
 （独）産業技術総合研究所、（一財）電気安全環境研究所等を訪問。 
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第１期から第４期の座学実施時期等 
 第１期（２０１２年７月～９月、東京、１４名） 

 第２期（２０１３年１月～３月、大阪、１３名） 

 第３期（２０１３年６月～８月、東京、２５名） 

 第４期（２０１４年６月～９月、東京、１６名） 
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ヤンプロジャパン修了者（第１期～第４期）のプロフィール 
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 受講時年齢：２６～４１歳（平均３２歳） 
 

 所属組織 
 １）民間企業等（２８社）：５１名 
  ・パナソニック ・日立   ・NTT  ・三菱電機 
  ・ソニー   ・キャノン  ・富士通  ・富士通研究所 
  ・IDEC  ・TDK   ・旭硝子  ・住友電工 
  ・アズビル    ・富士電機   ・アルプス電気 ・横河電機 
  ・シャープ  ・ローム  ・KDDI  ・豊田自動織機 
  ・テルモ  ・フジクラ  ・ニコン  ・ホンダ 
  ・村田製作所 ・日本品質評価機構   ・ ULジャパン 
  ・ケミトックス 
 ２）経産省、（独）製品評価技術基盤機構等：１７名 
 

 職種 
  開発：42％、企画：15％、知財：9%、その他：33％ 



募集要項（第４期） 

 募集人数 
  １５名程度（１企業・団体あたり原則1 名）   
 

 受講者要件 
  １）国際標準化または認証に携わっている、若しくは今後携わる方 
 （現時点でフォーラム標準や社内標準のみに携わる方も可） 
  ２）年齢：２０代後半～３０代後半（原則３９歳以下） 
  ３）英語力について一定のレベルのスキルを保有（目安：TOEIC 800  
   点以上）し、本講座を契機に今後さらにスキルアップする志のある方     
  ４）原則として、講座・実施研修はすべての回の参加、さらに可能な限  
   り 2014年IEC東京大会の関連プログラム及びTC/SC 会議にも参加 
   いただける方 
 

 費用 
  プログラム（講義、講演、テクニカルビジット）の参加費は無料。 
  但し、プログラムの参加に必要となる旅費等は受講者負担。 
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選考プロセス（第４期） 

一次選考（書類審査） 

二次選考（面接審査） 
主任講師による英語での１対１面接２０分。 
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研修スケジュール（第４期） 

 
～入門編～ 
第1回 ：6/10（火）14:00-18:00  【講義】  オリエンテーション、標準化とは 
第2回 ：6/18（水）14:00-18:00  【講義】  英語と国際マナー 
 

～組織編～ 
第3回 ：6/27（金）14:00-18:00  ＜講演＞  経産省の標準化政策と具体的活動 
第4回 ：7/  2（水）14:00-18:00  【講義】  国際標準化に関わる人と組織論 ※英語で講義 
第5回 ：7/  9（水）14:00-18:50  ＜講演＞ 国内審議団体（（一社）電子情報技術産業協会など)、IEC/TC（技術委員会）国際議長等 
第7回 ：7/25（金）14:00-18:00  ＜講演＞ IEC活動推進会議事務局長、IEC標準管理評議会日本代表委員等 
 

～ビジネス編～ 
第6回 ：7/18（金）14:00-18:00  【講義】   標準化事例研究と企業経営 
第8回 ：7/30（水）14:00-18:00  【講義】  国際標準化と知的財産権 －オープンクローズド戦略－ 
第9回 ：8/  6（水）14:00-18:00  ＜講演＞ 標準化のビジネス活用事例(IEC/ISO/フォーラム標準の企業第一人者等)  
 

～コミュニケーション編～ 
第10回 ：8/20（水）14:00-18:00   【講義】  会議術・闘争術 
第11回 ：8/29（金）14:00-18:00   【講義】     交渉術、英語での交渉実践（ケーススタディ） 
第12回 ：9/  3（水）14:00-18:00 ＜講演＞  標準化国際交渉事例（企業第一人者等） 
 

～成果発表～ 
第13回 ：9/17（水）14:00-18:00   【発表】  座学修了審査式 ※英語でプレゼン 

座学（講義及び講演） 

 
① 9/24（水） 13:00-17:45    日本品質保証機構（JQA) 世田谷事業所 
②10/  2（木） 13:00-17:45  JET研究事業センター及び横浜事業所  
③10/  8（水） 13:30-17:30  産業技術総合研究所 つくばセンター 
④10/14（火） 13:30-18:00    アズビル株式会社 藤澤テクノセンター 

テクニカルビジット 
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講義の進め方例（第４期 座学第６回） 

①主任講師による講義（質疑応答含め１８０分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 内容： 主任講師自らが関わった国際標準化のケーススタディ 
      など    
 
②英語でのグループ討議及び発表（６０分程度） 
  ５～６人グループ（計３グループ）に分かれて、当日の講義からの学びについて各人の経験をシェアしつ 
  つ、４０分議論。その後、各グループから発表及び質疑応答（各７分程度）し、主任講師からコメント。 
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使用図書： 
『世界市場を制覇する国際標準化戦略』 
原田 節雄著、東京電機大学出版 

※写真は第１期～第３期合同研修時のもの 



講演例（第４期 座学第１２回） 

※講演時間は各30分(Q&Aを5分程度含む) 
 

＜第１部：１４：００－１５：３０＞ 
1. IEC/ISO標準化（標準策定）のビジネス活用事例：IDEC（株）CTO 
2. リチウムイオン電池の標準化事例/ビジネス活用事例：パナソニック（株）主幹 
3. ISO標準化のビジネス活用事例：（株）LIXIL室長 
 

休憩 １５分 
 

＜第２部：１５：４５－１６：４５＞ 
3. 超高圧交流送電の標準化事例：東京電力（株）部長 
4. プリンテッド・エレクトロニクスの標準化事例：（独）産業技術総合研究所センター長 
 

 
＜懇親会＞ 
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企業等の標準化第一人者による標準化のビジネス活用事例講演 



座学修了審査式（第４期） 

以下の課題に対して、 英文レポート（A４ ３ページ）を審査会の１週間前までに提出し、審査会
にて英語でプレゼンを実施。一人あたりプレゼン７分、Q&A３分。 内容 

講座で学んだ事柄（二面/二極性、組織論、標準・知財戦略論、交渉術等）を１つ以上用いて、
「自分が身を置く業界」、「所属企業・団体」、「所属部署」又は「自らの業務」のうち１つ以上につ
いて、以下の４点を述べよ。 
  １． 国際標準化活動の必要性 
  ２． その活動によって目指すべき姿 
  ３． それを実現するための戦略 
  ４． 戦略実行のための具体的な取り組み 

課題 

発表審査会 
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修了証授与式 

修了者には、JISC事務局長 
（基準認証担当審議官）から 
修了証を授与。 

※写真は第３期のもの 

審査員 



テクニカルビジット例（第４期） 

開発／試験等の現場でどのように国際規格を利用しているか等を学び、専門家から最新の 
標準化活動について話を聞くとともに、関連事項についての討議（一部英語）を実施。 
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（独）産業技術総合研究所 つくばセンター訪問 

 国際標準化活動事例紹介（２０分×３テーマ） 
    ①三次元測定機の国際標準化 

     （ISO／TC213／WG１０エキスパート） 

    ②花火に関する国連勧告試験法の改良及びISO化への寄与 

     （UN－TDG／GHSエキスパート） 

    ③パスワードを用いた認証技術の国際標準化 

     （ISO／IEC20009-4プロジェクトエディター） 

 
  研究現場見学（７５分） 
    ①非接触式三次元測定機 計測標準研究部門 

    ②花火の安全な試験法   安全科学研究部門 

 

 
  グループディスカッション＆発表、質疑（７０分） 
 
 
    

※写真は第２期のもの 



受講後の感想例（第３期） 
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受講後のＩＥＣにおける標準化活動状況（第１期～第３期） 

１．IEC/TCの国内委員会メンバー：５名増 
 
 
 
２．うち、IEC/TCの国際エキスパート：４名増 
    TC9（鉄道）、TC86（光ファイバ）、 TC100(AV・マルチメディア）など 

 
 
 
 
３．うち、IECの役職者：Project Leader１名増 
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第１期～第４期修了者の第７８回IEC東京大会への参加 

 大会期間：２０１４年１１月４日～１５日 
  参加者：約８０カ国、約２，６００名 
     場所：東京国際フォーラム 
    ※日本で１５年ぶり３回目の開催。 
 
 ヤンプロジャパン修了者の４５名がＩＥＣ東京大会の各種会議、開会式やウェルカ

ムパーティなどのイベント等に参加。 
 
 うち、ヤンプロジャパン修了者の３１名は、TC69（電気自動車）、TC100（ＡＶ・マル

チメディア）等各種技術委員会に国際エキスパート又はオブザーバーとして参加。 
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開会式 フェアウェルパーティ 技術委員会 



 IEC中央事務局主催のIECヤンプロワークショップ（約３０カ国から約８０名参加）
のメンバーとしてヤンプロジャパン第１期～第３期より１名ずつ、計３名が参加。 

 
 IECヤンプロワークショップにおいて日本人がヤンプロリーダー３名のひとりとして 
  初選出。 
 
 IECヤンプロワークショップの最終日（３日目）には、IECヤンプロワークショップ参

加者（３３カ国、６５名）とヤンプロジャパン修了者（第１期～第４期の４５名）が合同
でテクニカルビジットを実施。４班に分かれて４企業を訪問し、英語によるグループ
討議や合同ディナーを実施。 
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修了者（第１期～第４期）の第７８回IEC東京大会への参加（つづき） 

ソニー 
本社 

富士電機 
川崎工場 

住友電工 
横浜製作所 

NTT 
新宿光ハウスと 

ドコモ本社 



ヤンプロジャパン研修のＩＳＯ分野への展開 
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 ＩＥＣ分野の研修をベースにして、２０１４年１２月からＩＳＯ分野の研修を開始。 
 第１期は１６名が受講。 

 
～基礎知識編～ 
第1回 ：12/  9（火）14:00-18:00  【講義】 標準化の重要性 
第2回 ：12/16（火）14:00-18:00  【講義】 標準と知財の両輪経営戦略 ―オープンクローズド戦略― ／＜講演＞ ブルーレイの標準化等  
第3回 ：  1/13（火）14:00-18:00    【講義】 国際標準化の知識と実際 ―人と組織― ／＜講演＞前ＩＳＯ副会長 
第4回 ：  1/20（火）14:00-18:00  ＜講演＞ 国際標準化機関と国内対応の実際（前IEC適合性評価評議会日本代表委員等） 
 
～国際交渉のための実践知識編～ 
第5回 ：  1/26（月） 14:00-18:00  【講義】 国際ビジネスとロビー活動の基礎（英語、国際マナー等） 
第6回 ：  2/  3（火）14:00-18:00   【講義】 会議術（民主的な方法と専制的な方法） 
第7回 ：  2/10（火）14:00-18:00   【講義】 交渉（人と組織を動かす）、交渉ロールプレイング演習 
第8回 ：  2/17（火）14:00-18:00  ＜講演＞ 国際標準化交渉の実例（ISO/IEC国内審議団体および企業関係者による講演） 
 
～成果発表～ 
第9回 ：  2/24（火）14:00-18:00  ＜講演＞ 座学修了式 

座学（講義及び講演） 

 
○2/20（金） 13:30-17:30  産業技術総合研究所 つくばセンター 

テクニカルビジット 
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ありがとうございました 
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